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国道 354 号線のように

人と人を結ぶ場所にな

りたいと願いを込めて 

“一般社団法人たまむら住民活動支援センター”は、 

玉村町から住民活動サポート業務を受託しています。 

7 月 13 日（火）ふるハートホールで「身近なところから SDGs に取り

組もう！」を開きました。 

まず、藤岡市ボランティアネットワークセンター「ウィズ」の事務長

佐藤倉雄氏より、先進的に取り組んでいる活動について紹介がありまし

た。ウィズでは、10年以上前から各種団体が資源ゴミを回収して生み出

した義援金を「ユニセフ」や「世界のこどもたちにワクチンを贈る会」

などに送っています。また、独自のボランティア団体を立ち上げ、カン

ボジア王国タケオ州モハーリ村に「群馬藤岡小学校」を建設するなど積

極的に取り組んでいます。 

ぱるからは、竹内事務長が SDGsについての基礎知識や取り組みなどを

紹介し、SDGsを意識した生活を呼びかけました。 

参加者は、自分たちの生活が世界の環境や社会、文化、暮らしに影響

を与えていることに気づき、日々の生活を見直そうと感じたようでした。 

できることはたくさんあります。今から SDGs を意識して始めましょ

う。 

ウィズの取り組みについて 佐藤事務長 

令和３年１１月２８日（日） 

１４：００～１６：００ 

玉村町文化センター 大ホール 
主催：玉村町住民活動サポートセンターぱる 

玉村町教育委員会 

 2020年 12月に天狗岩用水（滝川用水を含む）が世界かん

がい施設遺産に登録されました。それを記念してシンポジ

ウムを開催いたします。 

 天狗岩用水や世界かんがい施設遺産登録について、天狗

岩堰土地改良区（水土里ネット）の講演と滝川用水に関わ

りのあるぱる登録団体から、ガイドたまむらの会、まちづ

くり玉村塾、岩倉自然公園水辺の森を愛する会による活動

の紹介や意見交換会があります。 

 玉村町の農業発展に大きく貢献した滝川用水について知

る機会となりますのでぜひご参加ください。 

第1部 天狗岩用水について 

 天狗岩堰土地改良区 

第2部 玉村町の滝川用水とともに 

ガイドたまむらの会 

まちづくり玉村塾 

岩倉自然公園水辺の森を愛する会 

第3部 意見交換会 

※新型コロナウイルス感染の状況によっては、 
中止する場合もあります。 
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肉の加工の様子を見学 

紙芝居「いのちをいただく」を見る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月 30 日（金）ガイドたまむらの会は「たま

には☆たまむら旅キッズ」と題して、町内の小

学生を対象に玉村八幡宮の案内をしました。 

また、境内に祀られている神社やパワースポ

ットを探し出すなぞ解きクイズにも挑戦しても

らいました。子どもたちはガイドの説明に耳を

傾け、クイズの答えを見つけていました。 

参拝だけではわからない玉村八幡宮について

いろいろ学ぶことができました。 

7 月 11 日（日）ふるハートホールにおいて、映画で玉村町を盛り上げる会主

催の講演会「渋沢栄一の使った武州ことば～武州ことばと玉村のことば～」が

開かれました。 

現在放映中の NHK 大河ドラマ「青天を衝け」の中で武州ことばの指導をし

ている群馬県立女子大学新井小枝子教授が、埼玉県深谷市周辺で使われている

方言と玉村で使われている方言の共通点や違いなどについて講演しました。 

 ドラマの中で使われたことばについて、その時の意図や表現の仕方など苦労

したエピソードを交えた解説があり、興味深いものでした。 

 なお、この講演会は、新型コロナウイルス感染防止のため、一般公開せず関

係者限定の開催となりました。 

玉村八幡宮の境内のなぞを解くこどもたち 

新井小枝子教授 

肉のカット体験 

7月 25日（日）全国食肉学校・ぱる主催の「い

のちをいただく 肉の食育体験」を全国食肉学

校で小学 3年生～中学 3年生を対象に行いまし

た。 

参加した子どもたちは、肉の勉強をした後に

食肉学校の生徒さんから枝肉から部分肉まで

の加工、ウィンナーづくり、肉のカットの仕方

を教わり、自らの手で体験しました。 

子どもたちは、牛や豚、鶏の命をいただくこ

との意味と食の大切さを学んで帰りました。 

ウィンナーづくり 

食肉学校いのちをいただく「肉の食育体験」は、YouTube 

【ぱるチャンネル】でご覧いただけます。 

一人でも 団体でも、いつでも案内します。 

お気軽にご相談ください。 

玉村町の歴史・文化・史跡に興味のある方、観光ガイド

をしてみたい方は、気軽にお問い合わせください。 
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清掃活動協力者募集中！ 当日参加でも大歓迎！ 

【定例活動日】 
毎月第２土曜日  8：00～9：00 （4月～11月） 

9：00～10：00（12月～3月） 
問合せ先 ぱる TEL 0270- 65-7155 

定期的に公園内の草刈りやゴミ拾い

などの清掃活動を行っています。  

 岩倉自然公園水辺の森を愛する会では、定例活動以外に 6 月から週 2 回ゴミ

流れ込み防止のスクリーン掃除をしています。しょうびん沼や公園内を流れる

小川は、滝川用水（農業用水）の末流にあたり、田植えシーズンから多くの刈

り草や生活ゴミが流れてきます。 

 空き缶やペットボトル、ビニール製品などのゴミが多く、会では「安易にゴ

ミのポイ捨てなどは絶対やめてほしい！」と呼びかけています。 

ウクレレの立寄所「みちくさや」（代表金井悦子）

は、イベントが減り、地域貢献ができないので毎月

2回レッスン前後に道端のゴミ拾いを始めました。 

「ゴミが落ちているなと思っても拾う勇気がない

けれど、みんなでやると楽しくできる。参加する子

どもたちも楽しそうにゴミを拾っていますが、毎回

思った以上のゴミの多さに驚きます。ウクレレ以外

でも、町のためにきれいで安心して楽しく暮らせる

ようにしたい。」と金井さんは話していました。 

ゴミ拾いをするみちくさ kids 

ゴミ流れ込み防止のスクリーン 

除去作業する会員 

 フラダンスサークル「プメハナメケアロハ」（主宰

櫻井三千代）は、依頼を受けたイベント出演に応え

ています。「フラでおもてなし」がモットーで、みな

さんに元気を与えています。 

 また、北部公園でレッスンとこどもたちに無料フ

ラダンス体験を実施し、喜ばれました。 

 今後も、「コロナに負けず、みなさんに元気を届け

たい。」と櫻井さんは笑顔で話していました。 

 玉村町囲碁会は、毎週土曜日勤労者センターで「こ

ども囲碁教室」を開いています。しかし、新型コロナ

ウイルス感染症が拡大してからは、感染防止のため対

面を避け、プリントの宿題方式を取っています。 

毎回対戦を楽しみにしている子どもたちは、「一日も

早く囲碁教室が通常に戻り、いっぱい大会に出たい」

と願っています。 こども囲碁教室 宿題を受け取るこども 

活動の様子は SNSの 

「みちくさや」 

「プメハナメケアロハ」 

でチェックしてね！ 

イベント出演とこどもフラ体験 
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玉村町住民活動サポートセンターぱる 
   〒370－1132  

群馬県佐波郡玉村町大字下新田 208-4  

    TEL／FAX 0270-65-7155 

    H   P : http://www.kyoudou-tamamura.org/ 
    Ｅ-mail : pal@kyoudou-tamamura.org 
 

  【事務所】開業時間 

月～金曜日 9：00～17：00 

休業日 土・日曜日・祝日・年末年始      

     【ミーティングスペース・和室の利用】 

開館時間  9：00～21：30 

休館日   年末年始 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「玉村町住民活動サポートセンターぱる」だより第 34 号 
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活動の紹介やイベントの告知、会員の募集など

ぱるの広報誌に掲載します。詳しくは、ぱるのス

タッフにご相談ください。ご意見、ご要望等もあ

りましたらお寄せください。 

令和 3年 8月 27日現在 

登録団体数   １０１団体（前回比＋１） 

個人登録者数    ３４名（前回比±０） 

企業連携      １４社（前回比±０） 

学校連携       ３校 

ぱるチャンネル公開 ４６本（前回比＋２） 

日時 令和３年９月２５日（土）  

10：00～12：00 

場所 ぱるミーティングスペース 

定員 先着３名 

参加費 １，８００円（材料代等） 

講師 原萌香（アロマアドバイザー） 

天然素材にこだわったオーガニックアロマとアロエベラジェルを使って、好きな香り

のアロマジェルを作ります。 

アロエベラの特徴：アロエベラ

は、とろっとした質感で肌にのせ

ると伸びがよくべたつき感があ

りません。顔・ボディ・髪にも、

子どもから大人まで使えて安心。 

・日焼け後やシェービング後のス

キンケア／肌の保湿／髪のトリ

ートメント／目元パック／など 

申込み：080-1217-3337（原） 問合せ：玉村町住民活動サポートセンターぱる 0270-65-7155 

群馬県官民共創基盤強化事業 

日 時：令和３年１１月１２日（金） 

    13：30～15：30 開場 13：00   

場 所：ふるハートホール        

第 1部 基調講演「ｍｅａｔはｍｅｅｔ－玉村町の魅力の源－」 

    講師 熊倉浩靖（高崎商科大学特任教授） 

第 2部 パネルディスカッション 

    「みんなで町の魅力を高めて発信しよう！」 

ファシリテーター 熊倉浩靖 

パネリスト 玉村町魅力発信機構会長             岡野 啓治氏 

      一般社団法人たまむら住民活動支援センター理事長   髙久 和子氏 

公益社団法人全国食肉学校専務理事学校長          小原 和仁氏 

玉村町生涯学習課課長補佐                     中島 直樹氏 

 さまざまな主体が玉村

町にある数多くの資源を

活用しながら町の魅力づ

くりに取り組み、発信して

いくために、何が求められ

るか、玉村町の各関係者と

共に探ります。 

なお、参加対象は玉村町

在住・在勤の方となってい

ます。また、新型コロナウ

イルス感染の状況によっ

ては、オンライン開催にな

る場合があります。 

mailto:pal@kyoudou-tamamura.org

